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記入日：

団体名称

活動テーマ

活動の目的

※長期成果とは、活動目標に向かって継続的な事業を進める中で将来得られる活動成果とします。

■活動風景

<タダゼミ、数学の授業の1コマ> <芋煮会、生徒とボランティア全員で共同作業> <クリスマス会、最後に全員で記念撮影>

 〒 983-0852
（住所）宮城県仙台市宮城野区榴岡3－2－5 サンライズ仙台2階
（団体名）NPO法人 キッズドア東北事業部
（ホームページ）：http://kidsdoor-fukko.net/

助成金額 660,000円

助成期間

H29.9.1～H30.8.31

■上半期の成果と下半期に向けた改善点

　上半期の成果として、今年度タダゼミを受講している35名、ガチゼミを受講
している高3生7名を対象に三者面談を実施。面談では当初計画通り親子間
での情報の非対称性を解消を目的とし、全員の志望校の出願先の決定に
貢献することができた。さらに、今年度タダゼミでは前期試験で10名中5名、
後期試験で26名中20名が合格することができた。残りの10名に関しても、私
立高校等への進学を決めた。ガチゼミでは亀田医療技術専門学校1名、東
北学院大学4名、東北福祉大学1名が合格。また、高3生1名はカンボジアの
キリロム工科大学に進学を決め、ITと英語を専門的に学べる環境に自ら進
むことを選択。ほぼ自費負担なしで国外の大学に進学という選択肢を提示
することができた。
　また、11月に芋煮会、12月に仙台FCBCさんとのご協力でクリスマスパー
ティを開催。両イベントともに生徒と社会人を合わせて40名以上の参加が
あった。3月にはタダゼミ・ガチゼミの修了式・壮行会を開催。保護者やボラ
ンティアも含めて50名以上が参加し、今年度の学習会も無事に終えられるこ
とができた。
　一方で、次年度の学習会に向けて2月にタダゼミ、ガチゼミで今年度の振り
返りミを行い、3月の壮行会後に両学習会のボランティア合同で振り返りミー
ティングを実施。学習支援のゴール(長期＆短期)を定めること、生徒の心理
面と能力面の両方を伸ばしていくことの必要性、新規ボランティアが定着し
やすい環境づくりについて事務局より説明。これまでの挙げられた課題につ
いてグループワークを実施。そこで挙げられた課題をもとに、事務局スタッフ
で次年度の各学習会の大枠を作成し、4月中に学習会の設計ミーティングを
2回行う予定。
　また、3月末に新高1生を対象としたキャリア教育プログラム「Jump合宿」を
企画していたが、参加人数が集まらず中止。1ヶ月前より告知と声掛けも
行っていたが、大人が良いと思う内容でも生徒達には参加へのハードルを
高く感じさせたのかもしれない。今後、ワークショップ型のイベントを企画する
際には、生徒達が「友達を誘いやすい」「楽しそう」と感じてもらえることを第
一に企画を進めて行く。

■実施体制

今年度の運営体制としては、事業部長 對馬と学習支援スタッフ 大塚の2名
で事務局の運営及び学習会のマネジメントおよび各種イベントの立案を行っ
てきた。2018年3月より学習支援スタッフとして菊地が入社。次年度からは、
大塚と菊地の2名が学習会のマネジメントなどを担当し、對馬は団体の活動
の広報および仙台市の地元企業へのPRを担当する。

＜2017年度の実施体制について＞
・中学3年生対象 高校受験対策 タダゼミ
指導形式：教科授業・個別指導
場所：仙台市生涯学習支援センター(仙台市宮城野区榴岡4丁目1−8)
日時：毎週日曜日 9:30～16:00
生徒登録数：35名
ボランティア登録数：33名
担当：對馬
・高校生対象 大学受験対策・高校中退防止 ガチゼミ
指導形式：個別指導
場所：キッズドア事務所(仙台市宮城野区榴岡3－2－5 サンライズ仙台2階)
日時：毎週日曜日 10:00～16:00
生徒登録数：22名(高1～3合わせて)
ボランティア登録数：11名
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活動名
宮城県仙台市の困窮家庭の中学3年生および

高校生を対象とした無料学習会

NPO法人 キッズドア

経済的困難を抱える子どもを支援する活動

①学習支援活動

■長期成果
貧困家庭や不登校の生徒に対して無料学習会タダゼミを開講。家庭や学校以外の第3の居場所、学習環境を提供することで他者を尊
重・配慮する力を養う。また、定期的に面談を実施、キャリア教育や進学情報の発信などをすることで、希望進路の実現・将来への意欲
の向上を図る。

■申請書の活動概要＜150～200字＞

　教育格差の解消を目指し、大学生や社会人ボランティアによる
無料の学習会を仙台市にて開催。
　「高校受験対策 タダゼミ」「大学受験対策・高校中退防止 ガチ
ゼミ」の他、キッズドアに登録している生徒達を対象に週に3回自
習室を開放し、居場所と学習環境を提供。また、季節ごとに生徒
とボランティアの交流のための各種イベント、進路選択のための
三者面談や保護者を対象とした教育資金セミナーを開催。

■活動目標
震災後、経済格差が拡大する中、仙台市内の中高生および保護者に学習支援を伴う居場所、無料塾や経済教育を提供することで、全
ての子どもがフェアに未来を選択できる社会をめざす。

■申請書のスケジュール ■各スケジュールごとの活動内容

2017.9～11 キャリア教育
2017.12 冬期講習・第3回みや
模試
2018.4 第１回ボランティア説
明会・初期研修
2018.5 第2回ボランティア説明
会・初期研修
2018.6 タダゼミ説明会・資金
セミナー
2018.7 タダゼミ初期授業開始
2018.8 第1回みや模試・夏期
講習

キャリア教育…生徒・保護者ともに経済教育や将来の夢の明確
などを通じて被災による貧困の連鎖を予防していく。

タダゼミ 冬期講習…受験直前期の12月に最後の追い込みをか
けるため、冬休みの3日間にタダゼミで冬期講習を行った。

ボランティア説明会・初期研修…ボランティア活動する上で必要
な知識や心構えを共有し、学習会の運営・企画などのサポートを
行っていく。


